
申 立 年 月 日 平成 年 月 日

事 件 名 請求事件

訴 状

当 事 者 別紙当事者目録のとおり

原 告 株式会社 ○ ○ ○ ○

代表者代表取締役 ○ ○ ○ ○ 印

秋田簡易裁判所 御中

訴訟物の価格 円 添 付 書 類 □ 資格証明書取扱者

貼 用 印 紙 額 円 □ 管轄合意書面

予納郵便切手 円 □

□

□

□

請 求 の 趣 旨

１ 被告は 原告に対し 金 円及び に対する， ，

平成 年 月 日から完済まで年 パーセントの割合による金員

を支払え。

２ 訴訟費用は被告の負担とする。

３ 仮執行宣言

請 求 の 原 因

別紙請求の原因目録記載のとおり



当 事 者 目 録

原 告 住所 〒（ ）

（ ）氏名 株 式 会 社 ○ ○ ○ ○

代表者代表取締役 ○ ○ ○ ○

訴訟代理人 ○ ○ ○ ○

（ ）送達場所 〒

TEL FAX

（ ）担当者

被 告 住所 〒（ ）

TEL FAX

（ ）氏名

（ ）就業場所 〒



請 求 の 原 因 目 録

１ 原告は 被告との間で 平成 年 月 日次の約定で ○， ，

○契約を締結し，別紙計算書のとおり金員を貸し渡した。

( ) 被告は，カードを利用して原告から極度額の範囲内で繰り返し金銭の1

借入れができる。

( ) 極度額 金 円2

( ) 利 息 利率 年 パーセント3

遅延損害金 利率 年 パーセント

( ) 分割金の返済日 毎月 日4

( ) 特 約 分割金の支払を１回でも怠ったときは，期限の利益を失う。5

２ 被告は，平成 年 月 日限り支払うべき金員の支払を怠ったので，

同日の経過により期限の利益を失った。

３ なお，被告は，別紙計算書のとおり支払った。

（ 。）利息制限法の制限内の利率で計算しなおした

４ よって，原告は，被告に対し，次の金員の支払いを求める。

( ) 貸金残元金 円1

( ) 未払利息金 円2

遅延損害金 円

平成 年 月 日までの未払利息 遅延損害金・

( ) 残元金に対する平成 年 月 日から完済まで利息制限法の制3

限内の年 パーセントの割合による遅延損害金


